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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，高齢化，ユビキタスネットワーク社会化が進む日本において，元気な高
齢者（アクティブシニア）が，社会参加や自己の生活にユビキタスコンピューティングを享受できるような社会の実現
を見据え，ユビキタスコンピューティングを活用したアクティブシニアの生涯学習のフレームワークを提案することで
ある。
3年間の研究期間において，アクティブシニアのユビキタスコンピューティング利用に関する「技能的課題」「行動的
課題」「動機付け」について明らかにするとともに，「個人の学習行動」「コミュニティの学習行動」の実態について
，タブレット端末を使った実証実験を通して解明した。

研究成果の概要（英文）：This is the research aimed so that active senior could enjoy the profits of the ub
iquitous computing in social participation or a self-life. The purpose of this research is to propose the 
framework of the lifelong learning of the active senior who utilized ubiquitous computing. 
In the study period of three years, we indicated active senior's "skill challenge", "behavioral difficulty
" and "motivation" concerning the utilization of the ubiquitous computing. Moreover, it clarified through 
the actual proof experiment using a tablet computer also about the actual condition of "individual learnin
g behavior" and "communal learning behavior".
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１．研究開始当初の背景 
  u-Learningやm-Learningは，注目され
ている分野であり，特に技術に関する研
究・開発は目覚ましい。初等・中等教育・
高等教育の研究領域では，技術開発だけで
なくその活用も追究されてきている，生涯
学習を視野に入れた研究では，美術館来館
者の観賞支援や博物館などでの利用を想定
した PDAと RFID 技術によるシステムが
提案されている。しかしながら，アクティ
ブシニアの積極的なユビキタスコンピュー
ティング活用と社会参加や自己の生活の向
上を視野に入れた研究は進んでいなかった。 
 日本の情報インフラ整備状況では，超高
速ブロードバンドの利用可能率は現在全国
の約 90%だが，その利用率は約 30%であり，
安全な社会の実現，高齢者らの社会参加の
促進に向けて，活用推進が図られている（総
務省アクションプラン 2011）。さらに，
65 歳以上のインターネット利用率は約
40％であり，年齢が高くなるほどソーシャ
ルメディアの利用率が低いという実態もあ
った（総務省『平成 22年情報通信白書』）。 
 このような背景にあって，本研究は，ユ
ビキタスコンピューティングを活用したア
クティブシニアのための生涯学習のフレー
ムワークを提案するものであり，高齢化社
会の活性化に示唆を与え，ニーズの掘り起
こしやサービスの在り方を探る手がかりを
提供できるものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，高齢化，ユビキタスネ
ットワーク社会化が進む日本において，元
気な高齢者（アクティブシニア）が，社会
参加や自己の生活にユビキタスコンピュー
ティングを享受できるような社会の実現を
見据え，ユビキタスコンピューティングを
活用したアクティブシニアの生涯学習のフ
レームワークを提案することである。 
 現行の社会において，テクノロジの利用
という観点から見て後進状態であるアクテ
ィブシニアをはじめとする高齢者が，ユビ
キタスネットワーク社会への参画を実現し，
その恩恵を享受するためには，利用者の実
態分析に基づいた知見が必要である。本研
究において，アクティブシニアのユビキタ
スネットワーク社会における「技能的課題」
「行動的課題」「活用のための動機付け」「個
人の学習行動」「コミュニティの学習行動」
を明らかにすることは，課題解決のための
手がかりとなる。 
 
３．研究の方法 
 3 年間の研究期間において，まず，アク
ティブシニアのユビキタスコンピューティ
ング利用に関する基礎研究として，「技能的
課題」「行動的課題」「動機付け」について
明らかにした。アクティブシニアのユビキ
タスコンピューティングの活用において，

端末操作にどのような困難があるのかどう
か，困難を乗り越えるための行動がどのよ
うに行われているのか，また，その行動の
どこに問題があるのか，活用を促す動機付
けはどのようなところにあるのかを明らか
にすることは，現在の「使える人だけが使
える」という実質的な状況を変えて行くた
めの手がかりとなる。基礎研究は基礎実験
（ユビキタスカフェ）およびアンケート調
査において実施した。ユビキタスカフェで
は，タブレット端末を使って，参加者がテ
レビ電話，インターネット，動画検索およ
び再生，ゲーム，生活支援ソフト（料理レ
シピ，健康辞典など）を体験した。ここで
は，主にアプリケーションが情報を包含も
しくは収集して提示するタイプのアプリケ
ーションの体験であった。 
 次に，実態調査として，ユビキタスコン
ピューティングを活用した「個人の学習行
動」「コミュニティの学習行動」の実態につ
いて，実証実験を通して解明した。ユビキ
タスコンピューティングを活用した学習行
動が実際にどのように行われるのかという
実態の解明を試みることは，ユビキタスネ
ットワーク社会における生涯学習の在り方
を考える材料となる。実証実験は 11 ヶ月
間に渡り実施した（調査対象の 6名のうち
1名は5ヶ月間，2名は6ヶ月間であった）。
調査対象者には，タブレット端末とモバイ
ルWi-Fiルーターを貸与し，自己の学習活
動として生活の中で自由に使用してもらう
とともに，コミュニティでの学習活動とし
て，1ヶ月に 1回開催する情報交換会での
オフラインの活動と Facebook を使った
SNS でのオンラインの活動に参加しても
らった。オンライン活動では，調査対象と
筆者および本調査の研究分担者 1名で構成
されるグループにおいて，オンラインでの
コミュニケーションを図った。 
 
４．研究成果 
４−１．基礎実験の結果 
 アクティブシニアのユビキタスコンピュ
ーティング利用に関する「技能的課題」「行
動的課題」「動機付け」について，アンケー
ト調査と基礎実験から次のことが明らかに
なった。 
 「技能的課題」では，文字入力（特にカ
ーソルの移動，文字の削除）に困難が見ら
れるものの，それ以外の指によるタッチパ
ネルの操作などは比較的スムースで，調査
対象らの自己評価においても操作は簡単で
あることが示された。このことから，タッ
チパネル式のタブレット端末のシニア層の
利用において，大きな「技能的課題」は見
られないことがわかった。ただし，タッチ
の加減とパネルの反応の関係に慣れ，パネ
ルの反応の特徴をつかむまでに時間がかか
り，操作開始当初うまく動かないことで苛
立つケースや，自分だけうまくできないと



いう軽い悲しみを抱くケースも若干見られ
た。基礎実験ではスタッフの励ましの声か
けや操作支援が「技能的課題」を克服する
重要な要素であった。 
 「行動的課題」では，タブレット端末を
実際に触ってみたいという思いはあるもの
の，実機に触れる機会がない，どこへ行け
ばよいのかわからない，誰に聞けばよいの
かわからないといった意見が見られ，シニ
ア世代で構成されるコミュニティにあって
は，タブレット端末について知っている仲
間がおらず，行動を起こす初段階での情報
入手に困難があることがわかった。そのた
め，基礎実験として実施したようなユビキ
タスカフェなどの催し物や市や県が実施す
る学習会などに参加することが課題解決の
一つの方法となっている。 
 継続利用の際の「行動的課題」について
は，実証実験の結果として後述する。 
 「動機付け」については，友人・家族な
どの他者や宣伝広告などから「便利らしい」
「いろんなことができてすごいらしい」「こ
れからは必要になる」「時代におくれないよ
うに」といった外発的動機が，タブレット
端末を利用したいという高い関心につなが
ることがわかった。継続して活用すること
の「動機付け」については，実証実験の結
果として後述する。 
４−２．実証実験の結果 
 11 ヶ月間の実証実験では，「個人の学習行
動」としては，5ヶ月から 11ヶ月と調査対
象によって期間は異なるが，貸与したタブ
レットは概ねよく利用されており，期間中
ほぼ毎日使っていた調査対象も 2名（2名
とも 11ヶ月間の参加）いた。 
 よく使用されていたのは，音声/動画，ナ
ビゲーション，ゲームなど，タブレットを
含む ICT 機器が得意とする特徴的なジャ
ンルのアプリケーションであった。 
 加えて，アプリケーションが情報を包含
もしくは収集して提示するタイプ（例えば，
料理レシピ）から情報を受容するだけでな
く，使用者が自ら情報を加えることで機能
するタイプ（例えば，リマインダー，カレ
ンダー）のアプリケーションの活用も見ら
れた。 
 活用を通して，次の点においてタブレット
端末の利用に関する有益性が認められてい
た。「カレンダー，リマインダーでスケジュ
ール管理がよくできた」や「Safariでから
わからないことを調べることができた」な
ど調査対象の自己の行動，「旧友からの連絡
など Facebook でとれるようになった」な
どの仲間との関係を伴う行動，「少しずつだ
が，使い方など自分なりの進歩が感じられ
る」などの自己の進歩・発展，「皆様の楽し
い情報にいやされました」などの情意の側
面であった。 
 また，使用環境の拡張性や簡便性というタ
ブレットの利点を活かした戸外で積極的に

活用するという学習行動も見られた。 
 さらに，情報収集・発信手段やコミュニケ
ーションツールとしての有用性が学習行動
全体を通して評価されていた。タブレットの
使用が，調査対象者らの生活スタイルに影
響を及ぼしていることや調査対象自身に変
化を与えていることがわかった。 
 「コミュニティの学習行動」としては， SNS
を用いた検証から次のことが明らかになっ
た。SNSでのオンライン活動では，調査対
象と筆者および本調査の研究分担者 1名で
構成されるグループでのコミュニケーショ
ンを図ったが，支援者よりも調査対象の書き
込みが断然多く，活動は調査対象らの主導で
行われていたことがわかった。また，書き込
みに対する共感を示すための反応機能を使
ったコミュニケーション活動もできていた
事が示された。さらに，SNS の使用方法に
慣れるに従ってコミュニケーション活動が
活発になっていく傾向が顕著に見られた。 
 個々のコミュニケーション活動への参加
の仕方には，情報発信行動に積極的な発進
型，発信行動よりも反応行動に比重が置か
れている反応型，どちらにも偏りのない均
衡型があり，反応型が多いことがわかった。 
 SNSへの情報の発信形態については，新
規の情報を発信する際に，写真などの視覚
的情報を付与したもしくは視覚的情報を主
体とした情報を発信する傾向があることが
わかった。 
 SNS 上におけるグループのような形態
のコミュニティでは，情報の発信と他者の
情報への反応という形でコミュニケーショ
ンが成立するが，本研究ではコミュニティ
の参加者である調査対象らの傾向として，
情報の発信行動よりも反応行動が多いこと
がわかった。 
 継続利用の際の「行動的課題」として，
次のような実態が見られた。「ダウンロード
したアプリケーションの使い方がわからな
い」「投稿した記事の修正方法がわからな
い」などのアプリケーションの操作方法が
わからず，自己解決ができなかったという
課題が最も多かった。また，「キーボードが
変なところを触って分割されたり固定され
たりした」「画面が縦横と動き出したこと」
などの端末の予期しない動作に直面すると
いう課題が次いで多かった。 
 これらの課題は，アプリケーションプの
操作方法とタブレット端末操作方法という
利用にあたっての基礎的な技能に集約でき
る。これらの課題に対して，調査対象らは
月に 1回の情報交換会の際に質問をすると
いう方法で解決を図っていた。インターネ
ットで調べ物ができるようになったことを
有益と感じていたり，タブレット端末が情
報検索の手段として有用であると認識した
りしているものの，アプリケーションや端
末の操作方法について調べてみるという個
人での課題解決行為には至っていないこと



がわかった。また，「自分はわかっていても
他者に使い方を教えるのは難しい」という
教え合いや学び合いおける課題もみられた。 
 しかしながら，定期的に開催される情報
交換会というオフラインの学習の場があり，
ともに学習する仲間がいることが，継続し
て活用を続けるための「動機付け」の大き
な要因となっている。 
 実証実験の結果からは，タブレット端末
や SNS がアクティブシニアに積極的に活
用されていたことや，よい効果が数多くあ
ったことが確認できた。今後は，この実態
を踏まえるとともに，明らかになった課題
を考慮し，アクティブシニアのユビキタス
コンピューティング活用を推し進めるため
の方策を検討して行きたい。 
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